


























者の一人である多賀の文部省科研費によるプロ ェクト「病院環境をめぐる思想：フランス精神医学の歴史と現状から見えるもの」 （二〇〇三年） であった。 共同編者の三脇もそれに加わった二〇〇五年、ジャン・ウリを日本に招聘し、各地でワークショップが開催された。 六 にプロジェクトは終了したが、その成果をさらに補充すべく、 「制度を使った精神療法」を旗印に上記執筆者を集め、二年の時を経て、本書が完成した。
　本書は、七つの章に分けられ、前半の一から四章までは「対

















　「治療関係者を直していこうということ」 である。 医師、 看護師、















お許しください。この次元の高い、多くの専門家が関わって完成した発行物の書評が、なぜ私に巡ってきたのか、という素朴な疑問である。私は拒否能力（と言うか 「とても私 能力では手に負えません。 申し訳 いですが、 ご辞退させ いただきます」と言うこと）に欠けるところがあって、結果として依頼者に迷惑をかけることが、よくあった。
　お引き受けしたかぎりは、評論しなければならないのである
が、実は依頼を受けて、本書を手にするまで、ジャン・ウリ先生のお名前を存じ上げなかっ 。従っ 、二〇〇五年にわが国を訪れ、講演し討論されたことも知らなかった 本を手にして初めて、私が私淑する松本雅彦先生、本書発行の中心的役割をされた先生の何人かが、ラ・ポルテ病院において、活動に参加あるいは研修をされたことを知った。
　さて、ここから、この本の内実に触れ、主張されていること
を分かりやすく紹介する段である。しかし、本書は二〇名を超える著者の集合で成り立っ り、とても紹介しきれるもので
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　＊再び「制度」とは
　制度とは、暗黙の了解である　制度とは、自然の反対である
以上
　この本を購入され、じっくり時間をかけて精密な解読をされ
ることを、お勧めします。
（やまぐち
 なおひこ・精神医学）
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